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熊 谷 哲 哉
オカルテ ィズムとは、交霊術や精神の物質化(エ ク トプラズム)現 象、心霊 写真、などに代表
される、人間精神のF知 られざる、かくされた(ラ テン語oeeultUsに 由来)」 一面について探ろ
うとする―つ の文化現象である。従来オカルティズムは、伝統的な西洋神秘主義やカバラのよう
なユダヤ神秘主義、そしてシュタイナー的な人智学と混同 された り、または 「幻想文学」とい う
限 られた範囲内で論じられるにとどまってお り、文学研究の場では言及されることのあま りない、
非合理な、思想 として片付けられることが多かったといえよう。 しかしながら、近年、オカルテ ィ
ズムと世紀転換期文学の関係について、文化史的 ・精神史的、そ して文学史的な関心が高ま りっ
つあるのもまた事実である。
オカルティズムを文学や文化史と結びつけた著作 としては、すでに1993年 に、モニカ ・フィ
ックが 『感覚世界と世界霊魂』 〔Fidk1993〕 において、19世 紀後半の一元論思想と科学的な心
霊研究の関係、そ してリルケやムージル、ホーフマンスタールの文学作品への影響を論証 してい
る。また、おな じく90年 代には、ス トラスブール大学が独仏共同シンポジウムの記録 として 『神




る』 〔SaWidki2002〕 において、啓蒙主義以後か ら世紀転換期までの ドイツ心霊主義の全体像を
描き出す ことに成功しているし、アメリカの トライテルは、ほぼ同 じ時期を対象 としながら、さ
らにオカルテ ィズムの流行 とその杜会的影響についても論 じている 〔'llreite12004〕。世紀転換
期 ドイツにおけるオカルティズムが注 目を集める一っの要因として、その後の文化的状況への影
響、すなわちナチズムとのっなが りへの高い関心があるわけだが、このことについては、グッ ド
リック―クラークが 『ナチズムのオカル ト的源泉』 〔Goodhd【―Clarke2004〕 において、グイー























さらに第3章 でピュ トリクは、ベル リンとミュンヘンにおける文学的モデルネとオカルティズ











摘 に と どま る も ので は な い 。第4章 にお いて 筆 者 が 述 べ る よ うに 、 ポエ ジ ー が 外 界 か ら、人 間 の
合 理 的 思 考 の 外 か ら与 え られ る、 とい うデ ュ ・プ レル と リル ケ が 考 え た よ うな オ カル テ ィズ ム の
言 説 は 、テ ク ス トの生 成 にお け る作 者 の 地 位 を 周 辺 へ と追 い や つ た とい え る。 そ れ は ロ ラ ン ・バ
ル トの 言 葉 を待 つ まで もな く、モ デ ル ネ 以 降 の 文 学 にお け る最 も重 要 な 問 題 を先 取 りす る もの で
あ つた 。本 書 に お い て ピ ュ トリクは 、世 紀 転 換 期 か ら現 代 に い た るま で 、わ れ わ れ の 文 学理 解 を
支 配 し続 け て い るモデ ル ネ の 諸 問題 に 、 新 た な 意 味 を付 与 す る こ とに 成 功 して い る。 た しか に 、
オ カルテ ィ ズ ム と同様 に人 間 心理 の外 側(裏 側)を 探 究 した 精 神 分 析 とオ カル トとの 影 響 な ど、
論 述 の不 十 分 な箇 所 もあ るが 、そ れ は この 研 究 分 野 全 体 の 課 題 で もあ る。少 な く と も本 書 は 、文
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